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Brassieres are one of the essential necessities for most women, but many previous researches have high-
lighted the difficulties encountered by adolescent girls in wearing bras and the need for guidance. The purpose 
of this study is to investigate through questionnaires both mothers＇ and daughters＇ knowledge and behavior in 
wearing bras in response to physical changes of puberty, to analyze the correlation between mothers and 
daughters, and to reveal the implications for underwear education. The results showed that both mothers and 
daughters lacked knowledge, and did not choose the most suitable bras. Moreover, there was no correlation 
between mothers＇ and daughters＇ knowledge/ understanding and interest/desire to learn, but it did show that 
the mothers＇ behavior influenced that of their daughters. With their lack of knowledge with respect to bras-
sieres, mothers were not confident about educating their daughters, and expected schools to undertake this 
task. Therefore, it may be concluded that both mothers and daughters need underwear guidance and a plat-
form to enable both parties to communicate better.
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1．緒　言

　下着は上着の土台として現代の衣生活に不可欠であり，
自分の体形を把握し，着用の目的に応じて健康で快適な
下着の選択や装着ができることが求められる．女性の多
くは，第二次性徴期から生涯，毎日ブラジャーを着けて
おり，ブラジャーは現代女性の生活必需品となっている．
　高部ら（₁₉₉₈）によると，他者によるからだつきの評
価にはシルエットが関係し，バストの高さとシルエット
の美しさには相関があることが明らかになっている₁）．ま
た知念ら（₂₀₀₉）は，シルエットの審美性にブラジャー
の形態が影響を及ぼすことを示した₂）．このことから，美
しいと評価される衣服の着装には，適切なブラジャーを
選択する必要があると考えられる．特にブラジャーは正
しい装着方法が着用感や審美性に影響を及ぼすため，下
着メーカーはそれぞれのWebサイトを活用し周知するよ

うにしている₃）₄）．
　以上のことから女性の第二次性徴期以降の乳房の発達
やブラジャー装着に関する正しい知識をどのように伝え，
発達に応じたブラジャーの適切な装着について学習する
ことは重要な課題である．
　山田ら（₁₉₉₅）は，中学生，高校生，大学生の下着素
材や装着理由の認識の程度に違いがあることから，被服
衛生分野の指導を提唱した₅）．佐野ら（₁₉₉₇）は，下着
売り場での母子下着教室において，婦人科医師や学校の
養護教諭にインタビューし，ブラジャー装着とブラ
ジャー装着に関する教育の意義を強調している₆）．また，
福本（₁₉₉₈）は，小・中学校の家庭科には，早い時期か
ら成長期にある女子児童・生徒を対象としたブラジャー
やスリップの下着教材が必要であることを指摘した₇）．こ
のように第二次性徴期における女子のブラジャー装着の
課題とブラジャー装着に関する教育の必要性が明らかに
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されているものの，研究や教育において，この課題は解
決されず，現在に至っている．
　一方，増田ら（₂₀₁₆）は，母親との衣に関するコミュ
ニケーションの量が，娘のファッション観に影響を与え
ることを明らかにしている₈）．また，細谷らによる研究
（₂₀₀₇）では，保護者の衣生活への関心の高さが子どもの
衣生活への関心の高まりに影響を与える可能性を指摘し
た₉）．さらに，こどもを育てる過程における日々の衣服
の着装体験やそれに対する周りのしつけや影響は，こど
もに人の協調的社会的役割を考慮した個の表現を経験さ
せ，自覚を促し成長を助ける一要因となっている₈）．女
性の生涯発達理解は，母親との関係を抜きにして論じる
ことはできない．したがって，母親は娘のブラジャー装
着に関する教育において重要な役割を担っていると考え
る．
　教育家庭新聞が行った小学 ₅年生から中学 ₂年生まで
の女子₆₀₀人とその年代の子どもをもつ保護者を対象とし
た調査（₂₀₀₁，₂₀₀₂）₁₀）₁₁）によると，子どもが下着を一
緒に買いに行くのは母親が最も多く，情報源と感じてい
ることがわかった．しかし，多くの母親は自分には下着
に関する知識が十分ではないと感じ，子どもと下着につ
いて会話を行っているのは₃₀％程度であった．またワ
コールの調査（₂₀₁₂）₁₂）では，小学校 ₄年生～中学校 ₁
年生の娘を持つ母親は，体の成長や初めてのブラジャー
に関しては不安を持っていること，「知識の不安」は母娘
のコミュニケーションに影響することを明らかにした． 

しかし，母親とその娘を対象とした調査ではないため，
母親のブラジャー装着に関する意識や行動が娘の意識や
行動にどのような影響を及ぼしているのかはわからない．
したがって母娘間のブラジャー装着に関する意識や行動
の関係性を検証する必要がある．
　そこで，本研究では，母親と娘のそれぞれのブラ
ジャー装着に関する意識や行動の実態を明らかにし，母
娘間の関係性を分析することによって，今後の第二次性
徴期におけるブラジャー装着に関する教育の在り方に対
する示唆を得ることを目的とした．

2．方　法

（1）調査期間および調査方法
　調査期間は₂₀₁₇年 ₆ 月～ ₇月，女子高校生及びその保
護者₁₇₀組の調査用紙を対象校の校長に郵送し，授業外に
家庭科教師から女子生徒に調査の主旨を説明し，教師指
導の元，母娘同封で家に持ち帰らせた．また，調査の主
旨を説明する依頼書および同意書を調査用紙に同封し，
自宅で無記名の形で回答してもらい，学校で回収した．

（2）調査対象
　調査対象は広島県内の県立 A高等学校へ通う女子高校
生およびその保護者（母親）であった（女子高校生は以
下，娘とし，保護者は以下，母親とする）．A学校は広島
市の郊外に位置し，普通科のみで， ₁学年 ₅クラスの中
規模校である．

（3）調査内容
　分析項目および回答選択肢は Table ₁ の通りである．
基本属性を問う ₂つの項目以外に，母娘のブラジャー装
着に関わる意識および行動をとらえるために，「乳房の発
達に関する内容」と「ブラジャー装着に関する内容」，お
よびそれらの「教育・学習に関する状況」を加え， ₃つ
の内容枠組みを設定した（娘₁₄項目，母親₁₅項目）．それ
らを，娘，母親別に，回答者の「知識・理解」，「実態・
行動」，「関心・意欲」を問う枠組みに再構成し，観点別
に分析を行った．その中で，₁-₃，₅-₆，₈-₁₀，₁₂の ₉ 項
目の質問内容は母娘で同一であり， ₄， ₇，₁₁，₁₃の ₄
項目の内容は同一であるが，娘には自分自身のことを聞
き，母親には娘のことを聞くものであった．また，娘の
項目₁₄と母親の項目₁₄，₁₅は違う質問内容であり，娘の
「知識・理解」の項目₁₄は，母親の「実態・行動」の項目
₁₄と₁₅を娘の実態に照らして考察するために必要な設問
であると考え，設定した．

（4）分析方法
　まず，Table ₁ に示した各項目の選択肢ごとの回答率に
ついて，娘と母親の「知識・理解」，「実態・行動」，「意
欲・関心」の観点別の結果をそれぞれ Table ₂～₄ に示し
た．次に，母娘の観点別の関係性については，Table ₁ に
示すとおり，各項目の最も望ましい選択肢の評価点を₁₀
点として，選択肢ごとに得点を定め，回帰係数を算出し
て分析した．また，母娘の意識等の関係性については，
ピアソンの相関係数を用いた．調査の集計および解析に
は Excel（₂₀₁₆）を使用した．また，統計ソフト SPSS

（IBM SPSS Statistics ₂₂）を用いて分析，考察した．
　尚，本研究は所属大学の研究倫理審査を受け承認され
た．

3．結果および考察

　調査用紙の回収率は娘₃₇.₆％（₆₄部），母親₃₅.₃％（₆₂
部）であった．その中で Table ₁ の分析項目に全て回答
した母娘₃₉部を対象にし，有効回収率は₂₂.₉％であった．

（1） 調査対象の属性
　女子高校生の娘の年齢構成について，₁₅歳（₄₈.₇％）
と₁₆歳（₃₈.₅％）の割合が高かった．母親について，₄₀
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Table 1　調査内容の構成
娘 母親

調査内容 項目内容 選択肢 評価点 項目内容 選択肢 評価点

基本属性 属
性

あなたは今，何歳ですか？

（₁） ₁₅歳

属
性

あなたは今，何歳ですか？

（₁）₃₀代
（₂） ₁₆歳 （₂）₄₀代
（₃） ₁₇歳 （₃）₅₀代
（₄） そのほか （₄）その他

次の中から一緒に住んでいる人をすべ
てあげてください．

（₁） 父，母，兄弟，祖父，祖母

現在，仕事をしていますか？

（₁）していない
（₂） そのほかの人 （₂）パート

（₃） 下宿・寮などで家族と離れ
て生活している （₃）会社員及び公務員，自営業

乳房の
発達

知
識
・
理
解

₁. 乳房発達のstep₁「初潮の ₁年以上前
からバストが膨らみ始める」ことを
知っていますか？

（₁） 知っている ₁₀

知
識
・
理
解

₁. 乳房発達の step₁「初潮の ₁
年以上前からバストが膨らみ始
める」ことを知っていますか？

（₁）知っている ₁₀
（₂） 聞いたことがある ₅ （₂）聞いたことがある ₅
（₃） 知らない ₀ （₃）知らない ₀

₂. 乳房発達のstep₂「初潮を迎える頃に
はふくらみが横にひろがる」ことを
知っていますか？

（₁） 知っている ₁₀ ₂. 乳房発達の step₂「初潮を迎
える頃にはふくらみが横にひろ
がる」ことを知っていますか？

（₁）知っている ₁₀
（₂） 聞いたことがある ₅ （₂）聞いたことがある ₅
（₃） 知らない ₀ （₃）知らない ₀

₃. 乳房発達のstep₃「初潮から₃か月～
₁ 年頃には立体的に膨らむ」ことを
知っていますか？

（₁） 知っている ₁₀ ₃. 乳房発達の step₃「初潮から ₃
か月～ ₁ 年頃には立体的にふく
らむ」ことを知っていますか？

（₁）知っている ₁₀
（₂） 聞いたことがある ₅ （₂）聞いたことがある ₅
（₃） 知らない ₀ （₃）知らない ₀

ブラジャー
装着

₄. どのような下着を着るかは健康に影
響を及ぼすと思いますか？

（₁） とても思う ₁₀ ₄. どのような下着を着るかは
娘さんの健康に影響を及ぼす
と思いますか？

（₁）とても思う ₁₀
（₂） 思う ₆.₇ （₂）思う ₆.₇
（₃） あまり思わない ₃.₃ （₃）あまり思わない ₃.₃
（₄） 思わない ₀ （₄）思わない ₀

₅. 思春期の乳房は大人の乳房と違うの
で，成長期向けのブラジャーがあるこ
とを知っていますか？

（₁） 知っている ₁₀ ₅. 思春期の乳房は大人の乳房
と違うので，成長期向けのブ
ラジャーがあることを知って
いますか？

（₁）知っている ₁₀

（₂） 知らない ₀ （₂）知らない ₀

₆. ブラジャーのサイズ表示のB₇₅（例）
は具体的に何のサイズを指すか分かり
ますか？

（₁） よく分かる ₁₀ ₆. ブラジャーのサイズ表示の
B₇₅（例）は具体的に何のサ
イズを指すか分かりますか？

（₁）よく分かる ₁₀
（₁） 分かる ₆.₇ （₁）分かる ₆.₇
（₂） あまり分からない ₃.₃ （₂）あまり分からない ₃.₃
（₂） 分からない ₀ （₂）分からない ₀

₁₄. ブラジャーの次の役割について，
知らなかったことがありますか？（複
数回答）

（₁） 衛生を保つ
（₂） プロポージョンやボデイを

美しく整える
（₃） 体の保温
（₄） スタイルを保つ
（₅） 運動をサポートする
（₆） 精神的に安心感を与える

乳房の
発達

実
態
・
行
動

₇. 自分の乳房が膨らみ始めた時期はい
つでしたか？

（₁） 具体的時期 ₁₀

実
態
・
行
動

₇. 娘さんの乳房が膨らみ始め
た時期はいつでしたか？

（₁）具体的時期 ₁₀
（₂） 覚えがない／分からない ₀ （₂）覚えがない／分からない ₀

ブラジャー
装着

₈. 自分のブラジャーのサイズが分かり
ますか？

（₁） 分かる ₁₀ ₈. ご自身のブラジャーのサイズ
を知っていたら教えてください．

（₁）分かる ₁₀
（₂） 分からない ₀ （₂）分からない ₀

₉. 現在，ブラジャー購入時の試着や採
寸状況はどうですか？

（₁） 採寸と試着どちらもした ₁₀ ₉. あなたはブラジャー購入時
に試着や採寸をしています
か？

（₁）採寸と試着どちらもした ₁₀
（₂） 採寸だけした ₅ （₂）採寸だけした ₅
（₃） 試着だけした ₅ （₃）試着だけした ₅
（₄） 両方しなかった ₀ （₄）両方しなかった ₀

₁₀. ブラジャーの洗濯や干し方は正し
い方法で行っていますか？

（₁） よく行っている ₁₀ ₁₀. ご自身のブラジャーの洗濯
や干し方は正しい方法で行っ
ていますか？

（₁）よく行っている ₁₀
（₂） 行っている ₆.₇ （₂）行っている ₆.₇
（₃） あまり行っていない ₃.₃ （₃）あまり行っていない ₃.₃
（₄） 行っていない ₀ （₄）行っていない ₀

教育・
学習

₁₁. 月経，乳房の変化やブラジャーに
ついての身近な女性（お母さんなど）
やその他の家族と話したことがありま
すか？

（₁） よくある ₁₀ ₁₁. 娘さんと月経，乳房の変化
及びブラジャーについて話し
合ったことがありますか？

（₁）よくある ₁₀
（₂） ある ₆.₇ （₂）ある ₆.₇
（₃） あまりない ₃.₃ （₃）あまりない ₃.₃
（₄） ない ₀ （₄）ない ₀

₁₄. ブラジャーの以下のことに
ついて娘さんに教えました
か？（複数回答）

（₁）ブラジャーの役割やつける
意義

（₂）ブラジャーの洗濯方法とブ
ラジャーの干し方

（₃）ブラジャーの収納方法
（₄）ブラジャーの取り扱い表示

の見方
（₅）衛生的に毎日着替える
（₆）ブラジャーの選びポイント
（₇）すべて教えたことがない

₁₅. あなたは自分の成長期向け
のブラジャーに関する知識，
情報についてどう思います
か？

（₁）正しい知識をもっている
（₂）どちらかといえば正しい
（₃）どちらかといえば正しくな

い知識をもっているが不安
（₄）正しくない知識をもってい

るが不安

教育・
学習

関
心
・
意
欲

₁₂. 乳房の変化とブラジャーについて
もっと知りたいですか？

（₁） とても知りたい ₁₀

関
心
・
意
欲

₁₂. 乳房の変化とブラジャーに
ついてもっと知りたいです
か？

（₁）とても知りたい ₁₀
（₂） 知りたい ₅ （₂）知りたい ₅
（₃） 知らなくていい ₀ （₃）知らなくていい ₀

₁₃. 学校でブラジャーの着用や選び方
を教えてほしいですか？

（₁） とても教えてほしい ₁₀
₁₃. 学校で娘さんにブラジャー
の着用や選び方を教えてほし
いですか？

（₁）とても教えてほしい ₁₀
（₂） 教えてほしい ₆.₇ （₂）教えてほしい ₆.₇
（₃） あまり教えてほしくない ₃.₃ （₃）あまり教えてほしくない ₃.₃
（₄） 教えてほしくない ₀ （₄）教えてほしくない ₀

 母娘の質問内容が同一の項目

 母娘の質問内容が同一であるが、聞き方が違う項目

 母娘の質問内容が違う項目
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Table 2　知識・理解における母娘の項目回答率

項目内容 選択肢 回答率（％）
娘 母親

知
識
・
理
解

₁. 乳房発達の step₁
（₁）知っている ₁₀.₂ ₅₃.₈（₂）聞いたことがある
（₃）知らない ₈₉.₈ ₄₆.₂

₂. 乳房発達の step₂
（₁）知っている ₅.₂ ₃₈.₅（₂）聞いたことがある
（₃）知らない ₉₄.₈ ₆₁.₅

₃. 乳房発達の step₃
（₁）知っている ₁₀.₃ ₃₅.₉（₂）聞いたことがある
（₃）知らない ₈₉.₇ ₆₄.₁

₄. 下着が健康に影響を及
ぼすこと

（₁）とても思う ₄₆.₂ ₇₁.₈（₂）思う
（₃）あまり思わない ₅₃.₈ ₂₈.₂（₄）思わない

₅. 成長期向けの
ブラジャー

（₁）知っている ₄₈.₇ ₄₈.₇
（₂）知らない ₅₁.₃ ₅₁.₃

₆. ブラジャーの
サイズ表示

（₁）よく分かる ₅₁.₃ ₉₂.₃（₁）分かる
（₂）あまり分からない ₄₈.₇ ₇.₇（₂）分からない

₁₄. ブラジャーの役割に
対する理解の欠如

（₁）衛生を保つ ₁₇.₉
（₂）プロポージョンやボデイを美しく整える ₇.₇
（₃）体の保温 ₂₅.₆
（₄）スタイルを保つ ₁₇.₉
（₅）運動をサポートする ₁₂.₈
（₆）精神的に安心感を与える ₅₉.₀

＃項目内容は略されたもので，詳しくは Table ₁ の調査内容に参照

Table 3　実態 ・ 行動における母娘の項目回答率

項目内容 選択肢 回答率（％）
娘 母親

実
態
・
行
動

₇. 乳房の膨らみ始めた時期 （₁）具体的時期 ₄₈.₇ ₉₂.₃
（₂）覚えない／分からない ₅₁.₃ ₇.₇

₈. 自分のブラジャーのサイズ （₁）分かる ₅₁.₃ ₈₂.₁
（₂）分からない ₄₈.₇ ₁₇.₉

₉. ブラジャー購入時の
試着や採寸状況

（₁）採寸と試着どちらもした
₅₁.₃ ₅₆.₄（₂）採寸だけした

（₃）試着だけした
（₄）両方しなかった ₄₈.₇ ₄₃.₆

₁₀. ブラジャーの
正しい洗濯方法 や干し方

（₁）よく行っている ₄₁.₁ ₅₆.₄（₂）行っている
（₃）あまり行っていない ₅₈.₉ ₄₃.₆（₄）行っていない

₁₁. 月経，乳房の変化や
ブラジャーについての

相談頻度

（₁）よくある ₆₆.₇ ₄₁.₁（₂）ある
（₃）あまりない ₃₃.₃ ₅₈.₉（₄）ない

₁₄. ブラジャーについて
娘さんに教えたこと
（複数回答）

（₁）ブラジャーの役割やつける意義 ₄₁.₀
（₂）ブラジャーの洗濯方法とブラジャーの干し方 ₁₅.₄
（₃）ブラジャーの収納方法 ₇.₇
（₄）ブラジャーの取り扱い表示の見方 ₁₂.₈
（₅）衛生的に毎日着替える ₃₃.₃
（₆）ブラジャーの選びポイント ₄₆.₂
（₇）すべて教えたことがない ₁₇.₉

₁₅. 自分がもっている知識，
情報について

（₁）正しい知識をもっている ₀.₀
（₂）どちらかといえば正しい ₃₅.₉
（₃）どちらかといえば正しくない知識をもっているが不安 ₄₆.₂
（₄）正しくない知識をもっているが不安 ₁₇.₉

＃項目内容は略されたもので，詳しくは Table ₁ の調査内容に参照
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代が₇₉.₅％と最も多く，₃₀代が₅.₁％，₅₀代が₁₅.₄％で
あった．母親の職業について，₇₄.₄％がパートタイム勤
務で，₁₅.₄％がフルタイム勤務であった．また，生活形
態について，下宿・寮などで家族と離れて生活している
娘はおらず，全員母親と一緒に住んでいた．

（2）ブラジャー装着に関する娘と母親の意識および行動
1）知識・理解
①娘
　知識・理解を問う項目として捉えた項目₁-₆，₁₄につい
て，Table ₂ に示したように，乳房の発達について問うた
項目₁-₃では，「知らない」の回答率は項目 ₁と項目 ₃が
₉₀％に近く，項目 ₂が₉₀％を超え₉₄.₈％に至った．乳房
の発達に関する知識をもち自分の乳房の発育状況を把握
することは，発達に合った適切なブラジャー選択の前提
であるが，ほとんどの娘は，高校生に至るまで乳房発育
の順序やプロセスが分からないと答えた．多くの第二次
性徴期の女子は乳房の発達に関する知識をもっていない
実態が明らかになった．また，項目 ₄， ₅， ₆では，肯
定的な回答と否定的な回答はいずれも拮抗していた．即
ち，半数ほどの娘はブラジャーを含む下着全般が発達や
健康と関係していることを認識しておらず，成長期向け
のブラジャーのあることを知らず，すでにブラジャーを
着けていてもブラジャーのサイズ表示の具体的な意味が
分からないと回答した．また，項目₁₄の下着の ₆つの役
割では，ブラジャーは下着としての基本的役割である保
温や衛生機能について，知らない者はそれぞれ₂₅.₆％，
₁₇.₉％を占めた．ブラジャーの ₆つの役割の中で「知ら
ない」と回答した割合が最も高かったのは「（₆）精神的
安心感を与える」で，₅₉.₀％に上った．他の役割を「知
らない」者は少数であることから，ブラジャーの役割を
限定的に捉えている実態が明らかになった．
　第二次性徴期における女子高校生の娘はブラジャーの
役割をある程度理解はしているが，乳房の発達について

の知識をほとんどもっておらず，ブラジャーについての
認識が不足しており，全体的に第二次性徴期に関わるブ
ラジャー装着に関する知識・理解が低いと考えられる．
②母親
　項目₁-₃の乳房発達の ₃つのステップについて，「知ら
ない」と回答した母親はステップ ₁ は₄₀％を超え，ス
テップ ₂， ₃は₆₀％以上に上った．これらの発達過程を
経験し，第二次性徴期の娘をもっている母親でも，乳房
発達のプロセスについての理解が欠如している者が多い
という実態が見られた．また，項目 ₄では，₇₁.₈％の母
親はブラジャーを含む下着全般が娘の健康に影響を及ぼ
していることを認識していたが，項目 ₅では約半数の母
親は成長期向けのブラジャーがあることを知らず，娘と
同様に多くの母親のブラジャーへの認識が不足している
現状が見られた．項目 ₆のブラジャーのサイズ表示の認
識について，その具体的な意味が分からない母親は₇.₇％
と少数であったが，長年ブラジャーを着けている女性で
もブラジャーのサイズ表示の意味が分からない者がいる
ということが示された．
　以上のことから，乳房の発達やブラジャー装着につい
ての母親の知識・理解はそれほど高くない実態が明らか
になった．
2）実態・行動
①娘
　Table ₃ に示したように，実態・行動を問う項目として
捉えた₇-₁₀の ₄ 項目とも否定的な回答が半数程度を占め
た．項目 ₇で否定的な回答をした高校生の娘は乳房の膨
らみ始めた時期を意識していなかったことが示された．
このことは乳房発育の順序やプロセスについての知識の
欠如に繋がり，乳房の発達が重視されていない結果と関
係していると考える．項目 ₈， ₉により，ブラジャーを
着けることに慣れ始める第二次性徴後期に至っても，ま
だ半数近くは自分のブラジャーのサイズが分からず，同
じ半数近くは購入する際に試着も採寸も行っていない実

Table 4　関心・意欲における母娘の項目回答率

項目内容 選択肢
回答率（％）
娘 母親

関
心
・
意
欲

₁₂. 乳房の変化とブラジャーの学習意欲
（₁）とても知りたい

₄₁.₀ ₇₉.₅
（₂）知りたい
（₃）知らなくていい ₅₉.₀ ₂₀.₅

₁₃. ブラジャーについて学校で教えること

（₁）とても教えてほしい
₄₆.₁ ₇₉.₅

（₂）教えてほしい
（₃）あまり教えてほしくない

₅₃.₉ ₂₀.₅
（₄）教えてほしくない

＃項目内容は略されたもので，詳しくは Table ₁ の調査内容に参照
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態が分かった．項目 ₈と項目 ₉についてクロス集計で相
関係数を算出した結果，相関が見られた（r＝₀.₄₂₇，p＜
₀.₀₁）．自分のブラジャーのサイズが分からないと回答し
た者は，購入時に試着も採寸もしない傾向が見られ，自
分の体に合わないブラジャーを買った可能性が高いと考
えられる．また，項目₁₀の否定的な回答は半数を超え約
₆₀％に至り，ブラジャーの手入れについての実践も不足
していると言える．自分のブラジャーの手入れ方法が正
しいか間違っているか確かめずに，自分のやり方で続け
る人も多いと思われ，その指導の普及が求められている
と考えられる．
　一方，項目₁₁では肯定的回答は特に₆₀％以上を占めた
が，まだ₃₃.₃％の娘は月経，乳房の変化やブラジャーに
ついて身近な女性やその他の家族と相談しない，あるい
は話しづらい状態であることが明らかになった．第二次
性徴に関わるブラジャー装着に関する実態・行動はあま
り望ましくないと言える．
②母親
　まず，母親自身のブラジャー装着の実態・行動を問う
項目として捉えた₈-₁₀の ₃ つの項目をみると，項目 ₈で
は₈₂.₁％の母親は自分のブラジャーのサイズが分かると
回答したが，項目 ₉では₄₃.₆％の母親はブラジャーを購
入する際に試着や採寸をしないと回答した．自分のサイ
ズが分かっていると思っていても，実際には自分に合わ
ないブラジャーを買ってしまう可能性も高いと考える．
また，項目₁₀ではブラジャーの手入れ方法について，正
しい方法で行っているかと聞いたところ，「あまり行って
いない」，「行っていない」と回答した母親は合わせて
₄₃.₆％に上り，これらの母親は正しい方法を確認せずに
手入れを行っていることが推察できる．以上のことから，
多くの母親は自分のブラジャーのサイズが分かる一方，
長年ブラジャーを着けてきた女性でも自分のブラジャー
のサイズが分からない者がみられ，ブラジャー購入時の
試着採寸状況とその正しい手入れの実践状況は望ましく
ない実態が示された．
　また，娘との関わりやブラジャー装着に関する教育に
ついての実態・行動を問う項目として捉えた項目 ₇，₁₁，
₁₄-₁₅について，項目 ₇では，₉₂.₃％の母親は娘の乳房の
膨らみ始めた具体的な時期を回答した．娘の発達状況を
観察し僅かな変化にも気づいている母親の姿がみられた．
これに対して，項目₁₁では半数を超える母親は娘と月経，
乳房の変化およびブラジャーについてあまり話し合って
いない，あるいは話し合ったことがない現状がみられた．
項目₁₄では，ブラジャーについての ₆つの内容をすべて
娘に教えたことのない母親は₁₇.₉％を占めた．多くの母
親が娘に教えたのは「（₆）ブラジャーの選びポイント」
（₄₆.₂％）と「（₁）ブラジャーの役割やつける意義」

（₄₁.₀％）であった．その次は「（₅）衛生的に毎日着替え
る」₃₃.₃％であった．また，ブラジャーの手入れ方法に
ついてはあまり娘に教えていない現状が明らかになった．
さらに，ブラジャーの取り扱い表示の見方について娘に
教えた母親も₁₂.₈％にとどまった．母親たちは娘の乳房
の発達について重視している一方，乳房の成長に関わる
ブラジャーについて注意を向けていない傾向がみられた．
さらに，項目₁₅では，自分の成長期向けのブラジャーに
関する知識や情報について不安を感じている母親は
₆₄.₁％を占めた．母親は家庭でのブラジャー装着に関す
る教育に重要な役割を担っているが，知識の欠如によっ
て家庭でのブラジャー装着に関する教育の質は低いと推
察できる．
3）関心・意欲
①娘
　ブラジャー装着に関する関心・意欲を問う項目として
捉えた項目₁₂，₁₃では，Table ₄ に示したように否定的な
回答をした娘はいずれも半数を超えた．多くの娘は乳房
の発達やブラジャーについてあまり関心をもたず，ブラ
ジャーの着用や選び方を学校で教えてほしいとは思わな
い実態がみられた．学校で教えてほしくない理由につい
て自由記述で問うたところ，「自分のはずかしいことが知
られてしまうから」，「家の人と相談したほうが安心する
から」，「家で実践したほうがいいと思うから」が挙げら
れた．ブラジャー装着というプライベートなことが公的
な場で他人に知られてしまうことに対する抵抗がみられ
た．また，ブラジャー装着に関する学習の場は家庭であ
るという認識が強いことも示され，家庭でのブラジャー
装着に関する教育を充実させる必要が認められた．
②母親
　母親の方は，乳房の変化とブラジャーについて「もっ
と知りたい」，「知りたい」と回答した者は₈₀％近くみら
れた．自分の乳房発達やブラジャー装着の知識に対して
自信をもっておらず不安と感じていた母親が多いことか
ら，それらについての学習意欲は高いと推測できた．ま
た，項目₁₃では，₇₉.₅％の母親が学校で娘にブラジャー
の着用や選び方を教えてほしいと回答した．娘本人より，
母親の方が娘に学校でそれについて学ばせたいと考えて
いることが明らかになった．母親たちは娘に対して学校
教育における系統的科学的な学習を望んでいることが示
された．

（3）ブラジャー装着に関する母娘間の意識の関係性
　知識・理解，行動・実態および関心・意欲といった観
点別に母娘のブラジャーに関する意識および行動の関係
性を見るため，一人ひとり₁₀点満点化して算出した各項
目の評価点を観点別に合計し，母娘の組ごとに観点別の
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得点平均値を求め，散布図として Fig. ₁，Fig. ₂，Fig. ₃ 
に示し，回帰関数でその関係性を捉えた．Fig. ₁ に示し
たように，母娘のブラジャー装着に関する知識・理解の
得点平均値のバラツキは非常に大きく，相関はみられな
かった．母親のブラジャー装着に関する知識・理解と娘
の知識・理解にはあまり関係性が見られない状況が明ら
かになり，母娘のブラジャー装着に関するコミュニケー
ションはほとんど行われていないのではないかと推察さ
れる．
　Fig. ₂ に示したように，母親のブラジャー装着に関す
る実態・行動を問う項目の得点平均値が高いほど，娘の
得点平均値が高いという傾向がみられた（r₂＝₀.₁₇₉，
p＜₀.₀₁）．母娘はコミュニケーションを取れていなくて
も，日常の母親の行動は娘に影響をもたらしていると考
えられる．
　Fig. ₃ に示したように，ブラジャー装着に関する関
心・意欲を問う項目の得点平均値も分散が大きく，相関
はみられなかった．ブラジャー装着についてはデリケー
トな内容であるため，それに対して母娘はそれぞれの考
えをもっており，ブラジャー装着やその知識の習得への
関心度も多様であると推察される．
　また，各項目別に母娘の相関関係を確認するため，そ
れぞれの相関係数を算出し Table ₅ に示した．有意差が
みられた項目の相関係数を太字で表示した．
　知識・理解，関心・意欲では，正の相関関係はみられ
なかった．実態・行動では，項目 ₈， ₉，₁₁で母娘間の
正の相関がみられた（項目 ₈：r＝₀.₃₈₇，p＜₀.₀₅，項目
₉：r＝₀.₄₅₀，p＜₀.₀₁，項目₁₁：r＝₀.₃₉₄，p＜₀.₀₅）．
先述したように日常の母親の行動は娘に影響を与えてい

たが，項目 ₈の母娘の相関から，特に自分のブラジャー
のサイズに留意している母親の娘もブラジャーのサイズ
に注意を払っていた．また，項目 ₉ の相関から，ブラ
ジャーを購入する際に試着や採寸をしている母親の行動
に影響を受けたことにより，娘は試着採寸を行っていた
と考えられる．項目₁₁では，より身近な女性と乳房発達
やブラジャー装着について相談している娘の母親は，娘
との話し合い頻度が高いことが示された．これより，娘
の相談相手は母親であると推測できた．
　一方，上記の知識・理解を問う項目として捉えた質問
項目への回答結果に基づいて明らかになった関係性より，
母娘はブラジャー装着に関するコミュニケーションが取

Fig. 1　知識・理解における母娘の得点平均値の関係性
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Fig. 2　実態・行動における母娘の得点平均値の関係性
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Fig. 3　関心・意欲における母娘の得点平均値の関係性
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れていないことが明らかになったが，それに加えて，娘
に対する指導が望ましくないことも推測できた．すなわ
ち，家庭での第二次性徴に関わるブラジャー装着に関す
る教育はあまり機能しておらず，母親への情報提供が求
められており，母娘がコミュニケーションを取れる場所
の提供や環境作りが必要と考えられる．

4．まとめ

　以上より，母娘とも体の変化やブラジャーの装着に関
する意識は高くない実態が明らかになり，女子高校生の
娘は乳房の発達過程についての知識をほとんどもってお
らず，自分の乳房の発達状況を把握しておらず，下着は
発達や健康と関係があるという認識が低いことが分かっ
た．また，多くの母娘ともに自分のブラジャーのサイズ
を知らず，購入時に試着採寸をせず，正しいブラジャー
の手入れもあまり行っていなかった．さらに，母親は乳
房の発達やブラジャー装着について娘とのコミュニケー
ションが不足しており，娘にブラジャーに関することに

ついてあまり教えていないことが明らかになった．体の 

変化やブラジャー装着についての正しい指導が求められ
ているが，娘たちはそれについての関心をもっていない
現状も明らかになった．母親は娘の体の発達状況に関心
や注意を払っているが，自分がもっている知識に自信が
なく，乳房の発達やブラジャー装着について学校教育に
期待している実態がみられた．知識・理解および関心・
意欲の観点では，母親と娘との関係性がみられなかった．
しかしながら，母親の実態や行動は関係性がみられるこ
とが明らかになった．
　第二次性徴期におけるブラジャー装着に関する教育に
おいては，ブラジャー装着に関する知識や技能の指導の
ほか，女子の第二次性徴の体の変化や下着と健康との関
係についての認識の育成も大切である．ブラジャー装着
に関する教育の主な場は家庭にあるが，家庭の教育力を
高めるため，学校で娘だけではなく，母親を対象とした
ブラジャー装着に関する教育や母娘が交流できる場も必
要と考えられる．

Table 5　母娘の項目間の相関係数

娘

母親

知識 ・理解 実態 ・行動 関心 ・意欲

₁.乳 房
発 達 の
step₁

₂.乳 房
発 達 の
step₂

₃.乳 房
発 達 の
step₃

₄.下 着
が 健 康
に 影 響
があり

₅.成 長
期 向 け
の ブ ラ
ジャー

₆. ブ ラ
ジャーの
サイズ表
示

₇.自 分
の 乳 房
の 膨 ら
み 始 め
た時期

₈.自 分
の ブ ラ
ジ ャ ー
の サ イ
ズ

₉. ブ ラ
ジ ャ ー
購 入 時
の 試 着
や 採 寸
状況

₁₀.ブラ
ジ ャ ー
の 正 し
い 洗 濯
方 法 や
干し方

₁₁.月 経，
乳房の変化
や ブ ラ
ジャーにつ
いての相談
頻度

₁₂.乳房
の 変 化
と ブ ラ
ジ ャ ー
の 学 習
意欲

₁₃.ブラ
ジ ャ ー
に つ い
て 学 校
で 教 え
ること

知
識
・
理
解

₁. 乳房発達の step₁ －.₀₅₀ －.₁₂₇ －.₀₇₆ －.₀₄₈ .₁₁₈ －.₃₁₆ .₀₀₀ －.₁₃₂ .₁₆₁ －.₁₆₃ .₁₃₅ －.₂₀₁ －.₂₉₈

₂. 乳房発達の step₂ －.₀₁₂ －.₁₆₄ －.₂₃₇ .₀₉₂ .₁₁₂ －.₂₆₀ .₀₀₀ －.₁₄₇ .₀₃₂ －.₀₁₇ .₂₃₂ －.₁₃₃ －.₁₈₃

₃. 乳房発達の step₃ .₀₀₀ －.₁₅₆ －.₂₂₅ .₀₆₄ .₁₄₇ －.₂₂₁ .₁₈₄ －.₁₁₀ .₀₂₂ －.₀₉₀ .₂₁₇ －.₁₀₈ －.₁₇₆

₄. 下着が娘の健康に
影響があり －.₁₈₂ .₀₄₅ .₀₆₅ －.₁₀₆ －.₀₅₁ .₀₅₁ .₀₄₀ .₁₂₀ .₀₈₇ －.₂₀₄ －.₂₁₄ －.₀₇₇ －.₃₀₂

₅. 成長期向けのブラ
ジャー

.₂₃₃ －.₂₁₂ －.₁₇₇ －.₀₇₀ .₂₆₁ .₀₅₆ －.₂₁₁ .₀₀₀ .₀₇₉ .₁₈₅ .₁₁₉ －.₁₄₁ .₀₃₈

₆. ブラジャーのサイ
ズ表示 －.₁₅₆ －.₀₂₆ －.₀₃₇ －.₂₄₅ .₁₂₂ .₂₂₅ .₂₃₁ .₀₀₀ .₂₃₉ －.₁₂₃ －.₀₇₅ －.₀₈₁ －.₂₀₆

実
態
・
行
動

₇. 娘の乳房の膨らみ
始めた時期

.₀₉₅ .₀₆₅ .₀₉₄ －.₁₁₀ .₂₇₈ －.₀₈₂ .₂₉₃ .₀₉₈ .₂₆₆ .₀₇₂ －.₀₁₉ －.₀₅₉ －.₀₄₆

₈. 自分のブラジャー
のサイズ

.₀₃₅ .₁₁₅ .₁₆₆ －.₁₆₉ －.₀₂₇ .₁₅₆ －.₁₂₉ .387* .₀₈₅ －.₀₀₄ －.₂₁₈ .₀₁₂ －.₂₄₂

₉. ブラジャー購入時
の試着や採寸状況 －.₀₂₀ －.₀₁₄ .₀₄₀ －.₂₂₀ .₀₈₈ .₀₅₈ －.₀₃₆ .₂₅₅ .450** .₀₉₂ .₀₆₅ －.₁₇₉ －.₂₇₀

₁₀. ブラジャーの正し
い洗濯方法や干し方 －.₁₉₈ .₁₃₉ .₀₁₀ －.₀₂₄ .₁₂₃ －.358* .₁₅₆ －.₀₇₈ －.₀₃₇ .₁₁₄ .₀₇₀ －.₁₀₈ .₀₃₉

₁₁. 月経，乳房の変
化やブラジャーにつ
いての相談頻度

－.₀₂₉ －.₂₀₈ －.₃₀₀ .₀₄₂ .₁₈₂ －.449** －.₀₄₄ －.₀₄₄ .₁₅₇ －.₁₂₁ .394* .₀₂₈ .₁₀₀

関
心
・
意
欲

₁₂. 乳房の変化とブ
ラジャーの学習意欲 －.₂₃₀ .₁₁₅ .₁₆₆ －.₀₉₄ .₁₀₂ .₂₈₆ ₀.₀₀₀ ₀.₀₀₀ －.₀₆₉ －.₀₄₄ .₁₂₇ －.₁₀₄ .₁₇₀

₁₃. ブラジャーにつ
いて学校で娘に教え
ること

.₁₂₀ .₀₂₇ .₁₃₅ .₀₉₃ .₁₉₂ .₂₈₄ －.₁₁₉ .₁₉₈ .₀₁₄ .₀₇₈ －.₀₅₀ .₁₁₉ －.₁₀₃

＃項目内容は略されたもので，詳しくは Table ₁ の調査内容に参照
 知識・理解　　　  実態・行動　　　  関心・意欲　　　*：p＜₀.₀₅，**：p＜₀.₀₁
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ブラジャー装着に関わる意識 
および行動の母娘の関係性
庄　　莉莉₁*，村上かおり₁，鈴木　明子₁

　現在，ブラジャーは女性の生活必需品となっており，第二次性徴期から乳房の発達やブラジャー装着につ
いての知識をもってブラジャーを正しく装着することが求められる．多くの研究によって第二次性徴期にお
ける女子の下着装着の課題と下着教育の必要性が明らかにされているが，下着教育に重要な役割を担ってい
る母親は娘にどのような影響を及ぼしているのかは明らかになっていない．本研究では，質問紙調査によっ
て母親とその娘である女子高校生のブラジャー装着に関する意識や行動の実態を明らかにし，母娘間の関係
性を分析することによって，今後の下着教育の在り方に，示唆を得ることを目的とした．
　結果として，母娘とも体の変化やブラジャー装着に関する意識は高いとは言えず，装着に関する実態も望
ましくないことが明らかになった．ブラジャー装着に関する知識・理解および関心・意欲の観点には，母親
と娘との関係性は見られなかった一方，母親の実態や行動は娘に影響をもたらしていることが検証された．
また，娘は下着教育の場は家庭であるという認識が強いことが示されたが，母親は自分の知識に自信をもっ
ておらず，下着装着について学校教育に期待している実態が見られた．娘だけではなく，母親を対象とした
下着教育が必要であり，また，母娘が交流できる場も求められると考える．


